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　令和 4 年 3 月第 1 回定例会が 3 月 1 日から 3 月 28
日までの 28 日間開かれました。
　議員からは、河内長野市議会政務活動費の交付に関
する条例の改正についての発議案 1 件とロシアによ
るウクライナへの侵攻を厳しく抗議する決議などの
決議案 5 件が提出され、全会一致で可決されました。
　一方、市長からは、河内長野市一般職の任期付職員
の採用等に関する条例及び一般職の職員の給与に関す

る条例の改正についてなど条例案15件、令和4年度一
般会計予算など予算案12件、河内長野市教育長の任
命についてなど人事案3件、専決処分報告1件、その他
案2件、合わせて33件の議案が提出されました。これ
らはいずれも可決（了承・同意）されました。

（議案等の概要並びに議案等に対する各議員の態度は
2 頁～ 3 頁に掲載）

令和 4 年  3 月定例会
■総額 743 憶 4,638 万 6 千円　令和 4 年度予算成立　
■河内長野市教育長の任命に同意

市議会HP
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令和4年6月1日   第255号

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

報　告
第2号

専決処分報告について（和解並びに損害
賠償の額の決定） 了承

（令和４年1月31日専決処分）令和３年９月21日相手方が車両を走行中、対向車
を避けようと左に寄せたところ、道路に張り出した樹木に接触し、車両の荷台左前方
上部を損傷させた物損事故について、市の責任割合を30％、相手方を70%とし、
損害賠償額62万778円を支払うことで和解する。

（令和４年２月４日専決処分）令和３年11月28日、相手方が里道を走行中、会所桝
にかかった鉄板蓋を踏んだことにより当該鉄板蓋が跳ね上がり、車両の右側下部を
損傷させた物損事故について、市の責任割合を100％とし、損害賠償額５万2,030
円を支払うことで和解する。

（令和４年２月９日専決処分）令和４年１月１２日、相手方が車両を走行中、側溝の鉄
板を踏んだことにより当該鉄板が跳ね上がり、車両を損傷させた物損事故について、
市の責任割合を100％とし、損害賠償額34万6,236円を支払うことで和解する。

議　案
第2号

河内長野市固定資産評価審査委員会委
員の選任について 同意 武田　宗久氏を選任。

議　案
第３号

河内長野市地域バスの運行に関する条例
の制定について 可決

南海バス株式会社で運行されてきた小深線石見川系統の廃止に伴い、石見川、小
深、太井、鳩原地域の住民を対象としてバスを運行することにより、地域住民の交
通手段を確保し、福祉の増進に資することを目的として、本条例を制定するもの。

議　案
第4号

河内長野市附属機関設置条例の改正に
ついて 可決

市長の附属機関等について、名称及び担任する事務の変更等を行うため、本条例
を改正する。主な内容として、「河内長野市災害時要援護者支援検討委員会」の名
称及び担任する事務の変更等。

議　案
第5号

河内長野市個人情報保護条例の改正に
ついて 可決 行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の廃止等に伴い、引用している

法律を改めるため、本条例を改正する。

議　案
第6号

河内長野市一般職の任期付職員の採用
等に関する条例及び一般職の職員の給与
に関する条例の改正について

可決

人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定並びに府内各市の状況を勘案し、本市
職員の給与の改定を行う。
主な内容として、一般職の職員の期末手当について、年間の支給割合を２．55月分
から２．４月分に引き下げ、６月期及び12月期の支給割合を、それぞれ１．２月分に
改正する等。

議　案
第7号

職員の服務の宣誓に関する条例の改正に
ついて 可決

国家公務員の服務の宣誓の実施方法の改正に準じ、本条例を改正する。内容とし
て、採用時における職員の服務の宣誓方法について、上級の公務員の前での宣誓
書への署名から、任命権者への宣誓書の提出に変更するとともに、様式における押
印を廃止する。

議　案
第8号

職員の育児休業等に関する条例の改正に
ついて 可決

国家公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、本条例を改正する。主な内
容として、非常勤職員の育児休業及び部分休業の取得要件のうち、引き続き在職し
た期間を１年以上とする要件を廃止する。

議　案
第9号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の改正について 可決

特別職の給与改定の状況などを勘案し、改正を行う。主な内容として、期末手当に
ついて、年間の支給割合を４．45月分から４．３月分に引き下げ、６月期及び12月
期の期末手当の支給割合を、それぞれ２．15月分に改正する等。

議　案
第10号

特別職の職員の給与に関する条例の改正
について 可決

一般職の職員の給与改定の状況などを勘案し、改正を行う。主な内容として、期末
手当について、年間の支給割合を４．45月分から４．３月分に引き下げ、６月期及び
12月期の期末手当の支給割合を、それぞれ２．15月分に改正する等。

議　案
第11号

河内長野市日野地区環境整備基金条例
の改正について 可決

日野地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を
取り崩し、防犯カメラの改修や共同テレビ電波受信設備の維持保守等の事業に充
てるべく、本条例を改正する。

議　案
第12号

河内長野市滝畑地区環境整備基金条例
の改正について 可決

滝畑地区の環境整備事業等に要する資金に充てるために設置された基金の一部を
取り崩し、湖畔観光バーベキュー場周辺整備や地区内において実施する草刈り業
務等の事業に充てるべく、本条例を改正する。

議　案
第13号

河内長野市国民健康保険条例の一部を
改正する条例の改正について 可決

未就学児に係る被保険者均等割額の５割軽減を行うため、河内長野市国民健康保
険条例の改正について、改めて国から当該軽減に係る端数処理の考え方等が示さ
れたことに伴い、所要の改正を行うため、本条例を改正する。

議　案
第14号

河内長野市消防職員の服務の宣誓に関す
る条例の改正について 可決

国家公務員の服務の宣誓の実施方法の改正に準じ、本条例を改正する。内容とし
て、採用時における職員の服務の宣誓方法について、宣誓書への署名から、宣誓書
の提出に変更するとともに、様式における押印を廃止するもの。

議　案
第15号

河内長野市消防手数料徴収条例の改正
について 可決

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、本条例を改正する。内
容として、液化石油ガスの保安確保機器の設置等の認定に係る手数料及び貯蔵施
設の位置等の変更許可に係る手数料を引き下げるもの。

議　案
第16号

河内長野市消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の改正について 可決

国から消防団員の処遇の改善のために必要な措置等が示されたことに伴い、本条
例を改正する。主な内容として、出動回数等に応じて支払われる出動報酬を創設す
るとともに、出動に係る費用弁償の額を見直すもの。

議　案
第17号

河内長野市消防団員等公務災害補償条
例の改正について 可決

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の改正に伴い、本条例を改正
する。主な内容として、消防団員等の公務災害補償を受ける権利を担保とする特例
を廃止するもの。

議　案
第18号

河内長野市農業委員会の委員の認定農
業者過半数要件の例外規定適用につき同
意を求めることについて

同意
委員に占める過半数を認定農業者等又はこれらに準ずる者とするため、農業委員
会等に関する法律施行規則第２条第１号の規定により、本議会において同意を求め
る。

議　案
第19号 市道路線の認定及び廃止について 可決

都市計画法に基づく開発行為に係る道路で、河内長野市道路認定規程に合致し、
市に帰属する10路線の認定及び石仏住宅線の廃止について、道路法第８条第２項
及び第10条第３項の規定により、本市議会の議決を求める。

議案等の概要

3頁に続く
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2頁から続く

議案等に対する各議員の態度(全会一致でない議案等の賛否）　　　　　○：賛成　●：反対

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

議　案
第20号

令和3年度河内長野市一般会計補正予
算 可決

歳入歳出予算、繰越明許費及び地方債の補正。歳入歳出予算の補正として、歳入
歳出それぞれ19億4,079万円の追加で予算総額は、431億6,820万１千円とな
る。歳出の主なものとして、総務費では、基金管理事業において、国が国税収入を
増額補正したことに伴い、各地方公共団体へ配分される地方交付税総額も増額さ
れ、再算定の結果、本市の普通交付税が増加したこと等から、増収分を減債基金へ
積み立てるため、16億669万２千円を計上する等。

議　案
第21号

令和3年度河内長野市国民健康保険事
業勘定特別会計補正予算 可決

歳入歳出それぞれ１億5,465万８千円の増額で、予算総額は、129億9,361
万６千円となる。歳出として、一般被保険者療養給付費として、１億5,465万８千円
を計上。

議　案
第22号 令和4年度河内長野市一般会計予算 可決 （11頁に関連記事）

同予算に対する修正案 否決 ①財政調整基金の取り崩しを増額する。②子ども医療費助成事業を増額する。

議　案
第23号

令和4年度河内長野市国民健康保険事
業勘定特別会計予算 可決 歳入歳出134億2,344万３千円。

議　案
第24号

令和4年度河内長野市土地取得特別会
計予算 可決 歳入歳出１億1,867万３千円。

議　案
第25号

令和4年度河内長野市部落有財産特別
会計予算 可決 歳入歳出１万１千円。

議　案
第26号

令和4年度河内長野市介護保険特別会
計予算 可決 歳入歳出119億3,892万円。

議　案
第27号

令和4年度河内長野市後期高齢者医療
特別会計予算 可決 歳入歳出24億387万３千円。

議　案
第28号

令和4年度河内長野市水道事業会計予
算 可決 収益的収入24億2,378万８千円。収益的支出23億518万４千円。

資本的収入４億3,667万９千円。資本的支出11億1,196万２千円。
議　案

第29号
令和4年度河内長野市下水道事業会計
予算 可決 収益的収入31億9,536万円。収益的支出30億3,897万5千円。

資本的収入17億5,369万8千円。資本的支出29億3,034万5千円。
発議案
第1号

河内長野市議会政務活動費の交付に関す
る条例の改正について 可決 所要の文言整理を行うため、本条例を改正する。

決議案
第1号

ロシアによるウクライナへの侵攻を厳しく
抗議する決議 可決

議　案
第30号

令和4年度河内長野市一般会計補正予
算 可決

歳入歳出それぞれ5億952万円の増額で、予算総額は、375億8,452万円とな
る。主な歳出として、電子地域通貨モックルコイン発行に要する費用7,500万円、
65歳以上の方に対するワクチン接種会場までの市内バスタクシー運賃助成や地
域公共交通事業者への支援等に4,564万５千円、ポストコロナ時代への環境変化
等の生産性向上を図ろうとする事業者への支援を行うため5,520万円等を計上。

議　案
第31号

令和4年度河内長野市後期高齢者医療
特別会計補正予算 可決

歳入歳出それぞれ602万円の増額で、予算総額は、24億989万３千円となる。歳
出として、後期高齢者医療保険料のコンビニ収納等への対応を目的としたシステム
改修等に要する費用。

議　案
第32号

河内長野市農業委員会委員の任命に
ついて 同意 小澤　勝氏　他13名同意。

議　案
第33号 河内長野市教育長の任命について 同意 松本　芳孝氏　同意。

決議案
第2号

北朝鮮による日本人拉致問題に対する理
解を深めるための取組みを推進するため
の決議

可決

決議案
第3号

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあら
ゆる埋立に使用しないよう求める意見書 可決

決議案
第4号

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡
素化と対象職種の拡大を求める意見書 可決

決議案 
第５号

北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議す
る決議 可決

議案等
番　号 件　　名 議決

結果

自民党 大阪維新の会 公明党 日本共産党 市民クラブ 会派に所属しない
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議　案
第22号 令和4年度河内長野市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ○

同予算に対する修正案 否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○
議　案

第23号
令和4年度河内長野市国民健康保険事業
勘定特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

議　案
第26号

令和4年度河内長野市介護保険特別会計
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
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令和4年6月1日   第255号代表質問

　3月10日と14日 の2日 間、14
人の議員による一般質問を行いま
した。本紙に掲載しているのは、質
問及び答弁の要点を広報委員会が
まとめたものです。また、紙面の都
合で質問及び答弁の一部しか掲載
していません。全文は5月下旬に発
行している会議録をご覧ください。
　会議録は市役所1階の情報コー
ナーや図書館等でご覧になれます。
また、市のホームページにも掲載し
ています。

一般質問
議員名（会派名） 頁 議員名（会派名） 頁

桂　　　聖  （市民クラブ） 4 大原　一郎  （公明党） 8

土井　　昭  （大阪維新の会） 5 山本　一男 9

宮本　　哲  （日本共産党） 5～6 橋上　和美  （大阪維新の会） 9

中村　貴子  （公明党） 6 浦山　宣之  （公明党） 9

峯　満寿人  （自民党） 7 駄場中大介  （日本共産党） 10

仲川　　学  （日本共産党） 8 奥村　　亮  （自民党） 10

丹羽　　実  （日本共産党） 8 原　　歴史  （日本共産党） 10

河
内
長
野
市
発
展
の
た
め
に
。

問
　
上
原
・
高
向
地
区
の
外
環

状
線
沿
い
の
利
活
用
に
つ
い

て
の
見
通
し
と
合
意
形
成
は
。

答
　
工
業
系
業
務
地
区
、広

域
集
客
型
の
商
業
施
設
地
区

を
設
定
す
る
方
針
で
、市
も

協
力
し
、準
備
組
合
及
び
一

括
業
務
代
行
予
定
者
が
中
心

と
な
り
企
業
誘
致
を
進
め
て

い
る
。引
き
続
き
支
援
し
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い
き
た
い
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権
者
の
同
意

率
は
現
在
88
・
8
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で
あ
る
。
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築
・
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す
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に
関
す
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年
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は
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地
化
計
画
案
を

策
定
す
る
予
定
。ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
代
替
地
は
、切
れ

目
な
く
使
用
で
き
る
候
補
地

選
定
と
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
全

体
を
考
え
た
中
長
期
視
点
で

の
検
討
を
進
め
る
。

問
　
大
阪
河
内
長
野
線
の
延

伸
と
小
山
田
西
地
区
の
地
域

活
性
化
に
向
け
た
計
画
は
。

答
　
堺
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
早
期
実
現
の
た
め
に
、

調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、当
地

区
に
対
す
る
側
面
的
支
援
を

行
い
な
が
ら
、ま
ち
づ
く
り
の

機
運
醸
成
を
高
め
、道
路
設
計

も
並
行
し
て
進
め
て
い
く
。

今
後
の
学
校
の
在
り
方
は
。

問
　
南
花
台
地
区
の
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校

の
予
定
と
、考
え
ら
れ
る
児

童
・
生
徒
へ
の
影
響
は
。

答
　
令
和
6
年
4
月
の
小
学

校
・
中
学
校
施
設
の
統
合
を
目

指
し
、小
規
模
化
の
課
題
で
あ

る
子
ど
も
同
士
の
人
間
関
係

の
固
定
化
等
に
よ
る
マ
イ
ナ

ス
面
の
解
消
と
、き
め
細
か
な

指
導
が
進
む
も
の
と
考
え
る
。

問
　
ク
ラ
ブ
活
動
の
存
続
と

今
後
の
方
針
を
示
せ
。

答
　
生
徒
の
求
め
る
部
活
動

の
選
択
肢
が
狭
ま
っ
て
い
る

状
況
で
、部
活
動
指
導
員
を

令
和
3
年
度
は
7
名
、4
年

度
は
さ
ら
に
増
員
し
て
配
置

す
る
見
込
み
で
あ
る
。地
域

部
活
動
の
実
施
や
、市
内
中

学
校
間
で
の
合
同
部
活
動
に

関
す
る
調
査・研
究
等
を
行
っ

て
い
る
。

河
内
長
野
駅
周
辺
の
活
性
化

に
向
け
た
整
備
促
進
を
。

問
　
ノ
バ
テ
ィ
平
面
駐
車
場

の
有
効
活
用
へ
の
取
組
は
。

答
　
駅
周
辺
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
施
設
等
の
誘
導
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、土
壌

汚
染
調
査
を
行
っ
て
い
る
。駐

車
場
機
能
も
備
え
な
が
ら
の
活

用
案
や
事
業
ス
キ
ー
ム
の
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、整
理
し
て
い
る
。

問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に

向
け
た
新
た
な
取
組
を
。

答
　
令
和
4
年
度
は
、駅
東

側
の
活
用
を
含
め
具
現
化
し

て
い
く
た
め
に
、地
域
の
方
々

と
共
に
検
討
し
、事
業
化
の

促
進
を
図
る
サ
ポ
ー
ト
業
務

を
実
施
し
、事
業
推
進
を
鋭

意
進
め
る
べ
く
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ
代
表
　
　
桂
　
　
　
聖

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ。市
民
と
本
市
に
と
っ

て
、近
い
将
来
を
見
据
え
た
政
策
を

賑わいと笑顔を取り戻そう

質問の映像視聴について
QRコードから各議員の質問の映像を視聴することができま
す。視聴の際は、データ通信料が発生する場合がありますので
ご了承ください。
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代表質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
。

問
　
機
構
改
革
に
よ
る
地
域

福
祉
高
齢
課
新
設
の
狙
い
と

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に

つ
い
て
、窓
口
の
あ
り
方
の

一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る

が
、ま
ず
は
、各
福
祉
分
野
の

窓
口
で
対
応
を
行
い
、高
齢
、

障
が
い
、子
育
て
、生
活
困
窮

な
ど
、複
数
の
分
野
に
ま
た

が
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る
相
談

窓
口
間
で
連
携
が
可
能
な
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
学
校
全
員
給
食
実
現

に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

答
　
検
討
委
員
会
か
ら
教
育

委
員
会
に
答
申
書
が
提
出
さ

れ
た
後
に
、教
育
委
員
会
と

し
て
の
方
針
が
固
め
ら
れ
る

予
定
で
、市
と
し
て
は
、そ
の

方
針
を
踏
ま
え
、方
向
性
を

決
定
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
受
皿
と
し
て
、道
の
駅
奥

河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
に
ホ
テ

ル
併
設
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
ホ
テ
ル
を
併
設
し
た
道

の
駅
に
つ
い
て
は
、エ
リ
ア

全
体
の
活
性
化
と
道
の
駅
の

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
図
る

た
め
、パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

発
掘
に
向
け
て
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
。

問
　
子
ど
も（
5
歳
か
ら
11

歳
）へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
接
種
体
制
に
つ
い
て

は
、市
医
師
会
小
児
部
会
と

協
議
を
実
施
し
、小
児
科
で

の
個
別
接
種
を
基
本
と
し
つ

つ
、旧
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

集
団
接
種
を
併
せ
て
実
施
し

て
い
く
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等

へ
の
支
援
対
策
を
問
う
。

問
　
少
子
化
に
よ
る
定
員
割

れ
支
援
対
策
を
問
う
。

答
　
今
後
、少
子
化
の
進
行

と
と
も
に
、年
度
当
初
に
入

所
す
る
児
童
の
減
少
に
よ
り

施
設
の
収
容
能
力
に
は
余
裕

が
あ
る
も
の
の
、慢
性
的
な

保
育
士
不
足
に
よ
り
、利
用

定
員
を
下
げ
ざ
る
を
得
ず
、

そ
の
結
果
、待
機
児
童
の
解

消
が
困
難
な
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、

年
度
当
初
に
あ
ら
か
じ
め
必

要
な
保
育
士
が
確
保
で
き
る

よ
う
な
補
助
金
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
保
育
人
材
確
保
の
た
め

に
は
、公
定
価
格
に
係
る
地

域
区
域
の
見
直
し（
府
内
一

律
）が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
　
本
市
と
し
て
は
、慢
性

的
な
保
育
士
不
足
に
加
え
て
、

賃
金
格
差
に
よ
り
市
内
各
園

の
雇
用
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

公
定
価
格
に
係
る
地
域
区
分

に
つ
い
て
、府
内
を
一
律
に

す
る
な
ど
、広
域
的
な
も
の

と
す
る
よ
う
、国
に
対
し
て

要
望
を
し
て
き
た
。今
後
も

引
き
続
き
国
に
対
し
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
危
機
が
続
く
中
、過
去

の
経
験
か
ら
生
じ
た
課
題
と

今
後
の
対
策
は
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
対
応
や
対

策
を
踏
ま
え
、今
後
の
取
組
に

生
か
す
べ
き
点
や
対
策
は
。

答
　
令
和
4
年
1
月
か
ら
、保

健
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
自
宅

療
養
者
に
支
援
で
き
る
よ
う

に
な
り
、様
々
な
情
報
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
情

報
発
信
等
の
充
実
や
、関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

問
　
市
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

9
割
近
く
の
方
が
2
回

接
種
を
終
え
て
お
り
、3
回
目

の
接
種
率
は
、18
歳
以
上
の
う

ち
30
・
4
%
の
方
が
接
種
済

み
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
国

民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
べ
き
で
は
。

答
　
令
和
元
年
度
よ
り
基
金

を
活
用
し
、保
険
料
軽
減
等
の

財
源
と
し
て
い
る
。令
和
4
年

度
に
つ
い
て
も
、保
険
料
軽
減

を
図
る
予
定
で
あ
る
。

市
政
運
営
で
求
め
ら
れ
る
主

な
課
題
に
つ
い
て
。

問
　

1
日
も
早
く
中
学
校
全

員
給
食
を
。

答
　
学
校
給
食
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
か
ら
の
答
申
書
提

出
後
に
、教
育
委
員
会
と
し
て

方
針
を
固
め
て
い
き
た
い
。

問
　
早
期
に
小
中
全
学
年
で

35
人
学
級
を
。

答
　
令
和
3
年
3
月
に
法
改

正
さ
れ
、令
和
7
年
度
ま
で

段
階
的
に
進
め
ら
れ
る
の
で
、

国
の
制
度
に
の
っ
と
り
運
用

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
　
特
別
教
室
、体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
計
画
は
。

答
　
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、府
内
の
整
備
状
況

や
国
等
の
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー

に
注
視
し
て
い
る
。

問
　「
ク
ル
ク
ル
」や「
く
す

ま
る
」の
横
展
開
の
手
法
と
市

の
援
助
の
あ
り
方
は
。

答
　
先
行
事
例
を
モ
デ
ル
に
、

地
域
と
と
も
に
仕
組
み
を
検

討
し
、地
域
に
応
じ
た
支
援
の

形
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問
　
産
業
用
地
化
予
定
地
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
市
内
事
業
者
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
た
。ま
た
、事
業
手
法
等
の

検
討
や
、造
成
計
画
図
作
成
等

の
各
種
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
　
国
道

170
号
・
外
環
状
線

上
原
町
交
差
点
改
良
と
一
体

で
進
め
よ
。

答
　
当
該
交
差
点
の
改
良
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、今
後
も
府
へ
要
望
す
る
と

と
も
に
、公
安
委
員
会
と
連
携

し
交
通
状
況
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
　
赤
峰
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地

の
活
用
は
移
転
事
業
と
一
体

で
進
め
よ
。

答
　
切
れ
目
な
く
使
用
可
能

な
代
替
地
の
候
補
地
選
定
及

び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体
を
考

え
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
で

ま
ち
づ
く
り
を
。

問
　
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ
大
阪
の

誘
致
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

答
　
地
域
の
皆
様
よ
り
、交
通

問
題
や
風
紀
の
乱
れ
、施
設
の

継
続
性
等
の
課
題
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
　
施
設
所
有
者
と
な
る
当

市
の
リ
ス
ク
回
避
は
。

答
　
指
定
管
理
者
を
辞
退
す

る
場
合
は
1
年
前
ま
で
に
申

し
出
る
こ
と
に
加
え
違
約
金

の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会
代
表
　
　
土
井
　
　
昭

中
学
校
全
員
給
食
の
早
期
実
現
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
強
化
を

日
本
共
産
党
代
表
　
　
宮
本
　
　
哲

コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
市
民
の
命
と
く
ら
し

を
ま
も
る
最
優
先
の
市
政
運
営
を

希望する子どもへの安全な
ワクチン接種を！

6頁に続く
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令和4年6月1日   第255号代表質問

Q．一般質問とは何ですか？ 
A． 議員が市民生活に関わる課題について、市長に対して問いただすものです。 

会派を代表して質問することを代表質問、個人として質問することを個人質問と呼びます。
 
Q．質問内容は事前に分かりますか？ 
A． 十分な答弁を引き出すために、質問内容は事前に通告する事となっています。 

質問通告書は、市議会ホームページにも質問内容が掲載されます。 

岸和田市ゆめみヶ丘
企業団地の様子

問
　
男
女
賃
金
格
差
を
な
く

す
企
業
に
奨
励
金
を
。

答
　
企
業
訪
問
や
市
商
工
会

等
へ
の
聞
き
取
り
等
を
通
じ
、

実
情
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問
　
子
育
て
し
な
が
ら
働
き

や
す
い
社
会
を
。

答
　
保
育
定
員
の
拡
充
と
と

も
に
、各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
痴
漢
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目

指
し
鉄
道
会
社
等
と
協
力
を
。

答
　
公
共
交
通
事
業
者
に
対

し
て
呼
び
か
け
て
い
く
。

公
民
館
運
営
に
つ
い
て
。

問
　
加
賀
田
小
学
校
・
加
賀
田

公
民
館
の
複
合
化
へ
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
各
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
実
施
し
、自
治
会
等

を
通
じ
て
報
告
し
た
。

問
　
活
性
化
に
向
け
、地
域
の

中
で
の
役
割
と
見
直
す
べ
き

課
題
は
。

答
　
地
域
の
学
び
の
拠
点
等

と
し
て
、利
用
方
法
等
を
見
直

す
と
と
も
に
、様
々
な
団
体
や

事
業
者
等
と
の
連
携
・
協
働

を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
と
支

援
策
に
つ
い
て
。

問
　
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
を
問
う
。

答
　
小
児
専
用
の
フ
ァ
ィ

ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

し
、小
児
科
で
の
個
別
接
種

と
、旧
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

集
団
接
種
を
予
定
。接
種
券

が
到
着
次
第
、予
約
や
接
種

が
で
き
る
体
制
で
あ
り
、個

別
の
相
談
に
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
。

問
　
医
療
、介
護
、福
祉
等
の

従
事
者
へ
の
新
た
な
支
援
は
。

答
　
独
自
で
事
業
者
支
援
金

給
付
制
度
を
創
設
し
、必
要

と
す
る
感
染
防
止
対
策
の
助

成
を
実
施
し
て
き
た
。ま
た
、

国
や
府
で
も
支
援
の
拡
充
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
国
や

府
の
対
策
を
見
定
め
な
が
ら

必
要
な
支
援
の
検
討
を
し
て

い
く
。

問
　
国
の
支
援
金
対
象
の
資

格
が
あ
り
な
が
ら
、様
々
な

理
由
で
申
請
が
遅
れ
受
給
で

き
な
か
っ
た
個
人
事
業
主
等

に
対
し
、市
独
自
の
支
援
は
。

答
　
制
度
設
計
を
行
う
中
で
、

概
に
何
ら
か
の
支
援
対
象
と

な
っ
て
い
た
点
に
加
え
、国

の
支
援
金
の
交
付
状
況
が
把

握
で
き
な
い
点
な
ど
か
ら
、

本
市
の
事
業
者
応
援
支
援
金

の
対
象
外
と
し
た
。今
後
は
、

市
内
事
業
者
の
現
状
把
握
と
、

支
援
策
の
検
討
及
び
支
援
情

報
の
発
信
を
し
て
い
く
。

問
　
緊
急
時
以
外
の
移
送
手

段
と
し
て
民
間
救
急
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
て
は
。

答
　
従
来
か
ら
民
間
救
急
を

含
め
た
患
者
等
搬
送
事
業
者

が
適
正
な
業
務
を
行
え
る
認

定
制
度
が
あ
り
、認
定
を
受

け
た
事
業
者
の
情
報
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
陽
性
者

の
移
送
手
段
に
つ
い
て
も
保

健
所
と
連
携
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
　
保
育
士
等
の
地
域
区
分

に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

答
　
本
市
の
地
域
区
分
は
低

く
、保
育
士
等
の
人
材
確
保

に
支
障
が
あ
る
た
め
、今
後

も
府
内
一
律
に
す
る
な
ど
広

域
的
な
も
の
と
す
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
く
。

問
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
を

18
歳
ま
で
に
拡
充
す
べ
き
。

答
　
今
後
も
国
に
は
全
国
一

律
の
制
度
創
設
を
要
望
し
、

府
に
は
助
成
対
象
年
齢
の
引

上
げ
を
強
く
求
め
て
い
く
。

女
性
の
命
を
守
る
た
め
に
。

問
　
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ

い
て
の
体
制
づ
く
り
は
。

答
　
令
和
4
年
度
早
々
に
個

別
勧
奨
を
行
い
、市
広
報
等

で
周
知
し
て
い
く
。接
種
体

制
も
調
整
を
進
め
て
い
る
。

問
　
乳
房
補
正
具
の
購
入
費

助
成
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
要
件
を
満
た
す
購
入
者

に
上
限
1
万
円
を
助
成
す
る

予
定
。市
広
報
や
医
療
機
関

と
連
携
し
周
知
に
努
め
る
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の

設
置
に
つ
い
て
。

地
域
猫
対
策
事
業
に
つ
い
て
。

公
明
党
代
表
　
　
中
村
　
貴
子

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し

て
、新
た
な
支
援
を
急
げ
！

HPVワクチンキャッチ
アップリーフレット

議会 Q＆A 

一般質問HP

5頁から続く
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代表質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

◆市議会ホームページのご案内◆

◇議会録画中継◇ ◇会議録◇

◇一般質問◇

◇議員の紹介◇

◇議会Q&A◇

インターネットで次のような情報をご覧いただくことができます。

本会議や委員会の様子を録
画で配信しています。録画映
像は会議終了後からおおむ
ね1週間程度でご覧いただ
けるようになっております。
また、パソコンのほかスマー
トフォンやタブレッ
ト端末等からも視
聴いただけます。

議員が市政運営全般にわたって、執行機関に疑問点を質問し、答弁を求めるもの
です。本市では一般質問する議員はその要旨を事前に通告することとなっており、
ここでは議員から提出された質問内容と質問順序が確認できます。 

市議会ホームページから
会議録検索システムを利
用して、平成2年以降の
本会議および平成6年
以降の委員会の会議録
がご覧いただけます。

全議員の氏名・
住所・顔写真な
どの情報がご確
認できます。

よくある質問を
Q&A形 式 で 掲
載しています。

令
和
4
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て
。

問
　
施
政
方
針
に
は
取
組
予

定
施
策
が
数
多
く
示
さ
れ
て

い
る
が
、中
で
も
市
長
の
考

え
る
最
重
要
事
項
は
。

答
　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
対
応
し
、持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め

に
ま
ち
の
基
盤
整
備
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

令
和
4
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
。

問
　
令
和
3
年
度
予
算
で
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
市
税
の
減
収

の
見
込
み
が
、そ
れ
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
要
因
は
。

答
　
需
要
が
減
る
業
種
が
あ

る
一
方
、巣
籠
も
り
需
要
等

で
業
績
が
伸
び
る
業
種
も
あ

る
こ
と
に
加
え
、政
府
の
支

援
策
な
ど
に
よ
る
下
支
え
効

果
に
よ
り
、想
定
し
た
ほ
ど

の
落
ち
込
み
が
な
か
っ
た
と

考
え
る
。

問
　
安
定
し
た
市
税
収
入
確

保
策
に
つ
い
て
。包
括
予
算
の

効
果
見
込
み
と
予
算
計
上
さ

れ
た
河
内
長
野
駅
周
辺
や
小

山
田
地
区
地
域
活
性
化
促
進

事
業
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答
　
当
初
予
算
編
成
時
に
約

1
・
9
億
円
の
収
支
不
足
が

見
込
ま
れ
て
い
た
が
、包
括

予
算
制
度
に
よ
る
折
衝
で
目

標
の
収
支
均
衡
予
算
を
編
成

で
き
た
。ま
た
、河
内
長
野
駅

周
辺
は
、事
業
化
促
進
サ
ポ
ー

ト
業
務
を
実
施
予
定
。小
山

田
西
地
区
は
事
業
計
画
検
討

に
向
け
た
調
査
業
務
と
堺
ア

ク
セ
ス
の
一
部
を
担
う
区
域

外
道
路
計
画
の
予
備
設
計
を

行
う
予
定
。

問
　
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。学
校
給
食
無
償

化
の
動
き
の
あ
る
中
、本
市
の

進
捗
は
。ま
た
、予
算
計
上
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
編
整

備
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答
　
学
校
給
食
あ
り
方
検
討

委
員
会
で
は
、全
委
員
が
中

学
校
全
員
給
食
の
実
施
が
望

ま
し
い
と
の
意
見
で
、今
後
、

答
申
書
提
出
後
に
市
の
方
向

性
を
決
定
し
た
い
。ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、12
の

散
在
す
る
施
設
の
あ
り
方
や

整
備
の
基
礎
と
な
る
調
査
を

行
う
。

優
秀
な
人
材
確
保
と
育
成
に

つ
い
て
。

問
　
少
子
高
齢
化
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、官
民
問
わ
な
い

人
材
確
保
の
課
題
と
対
応
は
。

答
　
近
年
、中
堅
職
員
の
他

自
治
体
へ
の
転
職
が
増
加
し

て
お
り
、民
間
の
保
育
士
や

介
護
職
賃
金
に
も
影
響
す
る

地
域
手
当
の
格
差
に
よ
る
給

与
面
も
要
因
と
考
え
る
。

企
業
P
R
冊
子
作
成
や
合
同

企
業
説
明
会
開
催
な
ど
市
内

事
業
者
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　
中
央
省
庁
と
の
人
材
交

流
を
提
案
し
、現
在
内
閣
府

に
一
人
出
向
中
で
あ
る
。そ

の
効
果
と
今
後
の
考
え
は
。

答
　
職
員
、本
市
と
も
に
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。今

後
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

自
民
党
代
表
　
　
峯
　
満
寿
人

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
、本
市
の

向
か
う
べ
き
方
向
性
は

少子高齢化打開策の推進

市議会HP
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令和4年6月1日   第255号個人質問

本
市
の
ご
み
収
集
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

問
　
ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い

て
、さ
ら
に
使
い
や
す
い
制

度
へ
と
考
え
直
す
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
。

答
　
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

る
本
市
の
状
況
を
鑑
み
、支

援
が
必
要
な
市
民
が
利
用
し

や
す
い
制
度
へ
要
件
緩
和
も

含
め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

現
在
実
施
の
家
庭
ご
み
戸
別

収
集
方
式
の
検
討
と
の
関
連

性
か
ら
制
度
の
整
合
性
な
ど

と
併
せ
て
整
理
し
た
い
。

問
　
戸
別
収
集
の
早
期
実
施

を
。現
在
の
到
達
点
は
。

答
　
ご
み
収
集
に
つ
い
て
、

市
民
の
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
位
置
づ
け
、多
角

的
か
つ
総
合
的
な
検
討
を
要

す
る
た
め
、戸
別
収
集
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
は
、継
続

し
て
検
討
を
進
め
、示
し
て

い
き
た
い
。

誰
も
が
安
心
・
快
適
に
お
で

か
け
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

問
　
歩
道
の
舗
装
状
況
に
つ

い
て
聞
く
。

答
　
今
後
も
優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
鋭
意
進
め
る
こ
と

で
、歩
行
者
の
安
全
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努

め
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の

意
見
を
採
り
入
れ
た
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
は
。

答
　
市
民
の
代
表
者
や
交
通

事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
地

域
公
共
交
通
会
議
で
の
議

論
も
踏
ま
え
な
が
ら
、ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
公

共
交
通
の
再
構
築
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト
の

増
額
を
検
討
し
て
は
。

答
　
国
の
臨
時
交
付
金
を
活

用
す
る
こ
と
で
実
施
し
た
い
。

タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
券
を

2
倍
の
二
千
円
に
す
る
と
と

も
に
バ
ス
の
運
賃
精
算
に
直

接
利
用
で
き
る
市
内
無
料
乗

車
券
を
新
た
に
10
枚
追
加
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問
　
電
車
も
含
め
た
チ
ケ
ッ

ト
を
具
体
的
に
検
討
し
て
は
。

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
延
長
は
、人
口
減
対

策
か
ら
見
て
も
待
っ
た
な
し

で
あ
り
、南
河
内
地
域
で
実

施
し
て
い
な
い
の
は
当
市
だ

け
で
あ
る
。

問
　
具
体
的
な
実
施
計
画
は
。

答
　
子
ど
も
へ
の
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
、国
へ
は
全
国

一
律
の
制
度
創
設
を
、府
へ

は
他
府
県
の
拡
充
状
況
を
踏

ま
え
た
助
成
対
象
年
齢
の
引

上
げ
を
引
き
続
き
強
く
要
望

す
る
。ま
た
、市
と
し
て
も
、

国
・
府
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、市
独
自
施
策
と
し
て
、今

後
の
財
政
状
況
を
見
極
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
府
内
市
町
村
の
令
和
4

年
4
月
か
ら
の
実
施
率
は
。

答
　
18
歳
ま
で
医
療
費
助
成

を
拡
充
し
て
い
る
市
町
村
は

28
市
町
村
あ
り
、実
施
率
に

し
て
約
65
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
実
施
す
る
に
は
年
間
ど

の
く
ら
い
の
予
算
が
必
要
か
。

答
　
毎
年
約
5
千
万
円
程
度

必
要
と
見
込
ん
で
い
る
。

市
道
三
日
市
高
向
線
通
称
よ
し

や
峠
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
。

問
　
予
備
設
計
後
の
進
捗
状

況
は
。

答
　
予
備
設
計
に
お
い
て

必
要
な
道
路
幅
員
を
確
保

し
、用
地
の
状
況
を
考
慮
し

た
ル
ー
ト
の
選
定
な
ど
を
検

証
し
た
と
こ
ろ
、大
型
構
造

物
が
必
要
に
な
る
と
と
も

に
、家
屋
な
ど
の
物
件
移
転

補
償
が
必
要
で
あ
る
と
判
明

し
た
。事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、用
地
の
確
保
や
物

件
移
転
補
償
を
含
め
た
土
地

所
有
者
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
と
と
も
に
、多
大
な
事
業

費
と
期
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、道
路
基
準
を
満
た
す
規

格
で
の
早
期
事
業
化
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。今
後
は

整
備
可
能
な
区
間
の
精
査
や

用
地
の
調
査
を
進
め
な
が
ら

整
備
手
法
の
検
証
を
進
め
て

い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
具
体
化

と
目
標
は
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
10
万

円
の
ス
ム
ー
ズ
な
支
給
を
。

問
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
数

は
。

答
　

1
万
2
千
208
世
帯
で
あ

る
。

問
　
家
計
急
変
世
帯
や
外
国

人
等
に
対
す
る
周
知
方
法
は
。

答
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
申
請
方
法
の
掲
載
や
、

生
活
困
窮
相
談
や
社
会
福
祉

協
議
会
、国
際
交
流
協
会
な

ど
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
再

三
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
申
請
手
続
支
援
等
を
含

め
た
相
談
・
問
合
せ
対
応
策

に
つ
い
て
。

答
　
提
出
書
類
の
記
入
箇
所

を
分
か
り
や
す
く
し
た
り
、

相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
外

国
語
を
話
せ
る
人
材
を
配
置

し
た
。ま
た
、未
申
請
の
方
へ

の
再
勧
奨
も
検
討
し
た
い
。

問
　
不
正
や
詐
欺
等
の
犯
罪

行
為
を
未
然
に
防
ぐ
方
策
は
。

答
　
確
認
書
送
付
用
封
筒
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詐
欺
行
為

に
対
す
る
注
意
喚
起
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

事
業
で
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
加
速
を
。

問
　
令
和
4
年
か
ら
始
ま
っ

た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
第
2
弾（
3
段
階
で
最
大

2
万
円
）の
周
知
及
び
手
続

支
援
事
業
拡
充
策
は
。

答
　
広
報
紙
に
特
集
ペ
ー
ジ

を
設
け
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
。加
え
て
手
続
支
援
拡

充
策
と
し
て
支
援
員
の
増
員

や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
行
う
。

地
域
住
民
が
実
施
主
体
と
な

り
、市
が
申
請
を
し
て
実
施
が

決
ま
っ
た
府
の
所
有
者
の
い

な
い
猫
対
策
支
援
事
業
は
成

功
裏
に
期
限
を
迎
え
終
了
し

た
。今
後
は
、こ
の
経
験
を
踏

ま
え
殺
処
分
ゼ
ロ
を
前
提
に

独
自
予
算
や
ど
う
ぶ
つ
基
金

等
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

地
域
猫
活
動
支
援
事
業
を
推

進
す
る
考
え
に
つ
い
て
聞
く
。

日
本
共
産
党

　
仲
川
　
　
学

地
域
に
応
じ
た
ご
み
収
集
と
公
共
交
通
を

日
本
共
産
党

　
丹
羽
　
　
実

18
歳
ま
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
延
長
を

公
明
党

　
大
原
　
一
郎

誰
人
も
取
り
残
さ
な
い
プ
ッ
シ
ュ
型
市
政
を

危険なよしや峠

さらに使いやすいチケットへ要望中

市役所1階の
臨時給付相談窓口の様子
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個人質問 QRコードから各議員の質問の映像を見ることができます

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
。

問
　
河
内
長
野
市
の
将
来
像

に
つ
い
て
。

答
　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地

域
活
力
の
低
下
等
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
に
も
対
応
す
べ
く
、

第
5
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
都
市
像「
人
・
自
然
・
歴

史
・
文
化
輝
く
ふ
れ
あ
い
と

創
造
の
ま
ち
河
内
長
野
」の

実
現
に
向
け
て
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
。

答
　
感
染
経
路
不
明
の
感
染

者
や
濃
厚
接
触
者
が
増
え
て

い
る
中
、3
密
対
策
及
び
換

気
等
の
基
本
的
な
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
。

問
　
い
じ
め
不
登
校
問
題
に

つ
い
て
。

答
　
学
校
全
体
で
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
る
。

問
　
教
員
の
能
力
向
上
対
策

に
つ
い
て
。

答
　
教
員
研
修
や
O
J
T
を

有
効
活
用
し
、資
質
向
上
に

努
め
て
い
る
。

問
　
市
立
小
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
。

答
　
南
花
台
地
区
の
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校

の
整
備
は
、令
和
6
年
4
月

を
目
指
し
準
備
し
て
い
る
。

美
加
の
台
地
区
に
つ
い
て

は
、南
花
台
地
区
の
整
備
の

進
捗
や
市
の
全
体
施
策
を
注

視
し
な
が
ら
時
期
を
見
極
め

て
い
く
。

問
　
中
学
校
全
員
給
食
に
つ

い
て
。

答
　
学
校
給
食
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
か
ら
の
答
申
書
の

提
出
を
受
け
て
か
ら
教
育
委

員
会
の
方
針
を
固
め
て
い
く
。

問
　
市
職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
。

答
　
職
員
人
材
育
成
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
研
修
や

O
J
T
、人
事
評
価
制
度
に

取
り
組
む
等
、資
質
向
上
と

勤
務
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
。

答
　
感
染
拡
大
防
止
に
資
す

る
事
業
、事
業
者
に
対
す
る

経
営
支
援
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

下
で
の
学
校
教
育
や
社
会
経

済
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
、地

域
通
貨
の
促
進
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
な

ど
、感
染
症
対
応
、経
済
対
策

に
係
る
幅
広
い
事
業
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い

る
陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
。

答
　
自
宅
療
養
を
指
示
さ

れ
た
方
に
対
し
、感
染
予
防

グ
ッ
ズ
の
配
布
や
食
事
の
調

達
が
困
難
な
方
を
対
象
に
食

料
品
等
の
宅
配
を
行
っ
て
い

る
。自
宅
療
養
者
に
は
、富

田
林
保
健
所
か
ら
の
リ
ス
ト

を
基
に
電
話
連
絡
を
行
い
、

お
困
り
事
等
の
相
談
対
応
も

行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
安
全
と
命
を
守
る

施
策
に
つ
い
て
。

問
　
千
葉
県
八
街
市
の
事
故

を
受
け
て
の
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
、進
捗
状
況
を
聞
く
。

答
　
交
通
対
策
の
観
点
か
ら

危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
、各
小
学
校
へ
実
態
調

査
を
実
施
し
た
。ま
た
、道
路

管
理
者
、河
内
長
野
警
察
署
、

各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
で

の
合
同
点
検
も
実
施
し
、順

次
対
策
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。既
に
対
策
が
取
ら
れ

て
い
る
場
所
に
つ
い
て
も
、

安
全
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

関
係
機
関
に
対
応
を
要
望
し

て
い
く
。

問
　
児
童
虐
待
の
現
況
と
、

本
市
の
施
策
と
職
員
体
制
に

つ
い
て
。

答
　
全
て
の
妊
産
婦
、子
育

て
世
帯
、子
ど
も
に
つ
い
て
、

一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う

機
関
の
設
置
な
ど
、児
童
福

祉
部
門
と
母
子
保
健
部
門
の

さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
体

制
整
備
に
努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
市
民

等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

問
　
過
酷
な
現
場
で
日
々
奮

闘
さ
れ
て
い
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
保
育
・
教
育
等
へ
の
慰

労
金
な
ど
の
支
援
を
。

答
　
国
や
府
の
支
援
状
況
を

注
視
し
、で
き
る
限
り
の
対

策
と
支
援
に
取
り
組
む
。

高
齢
に
な
っ
て
運
転
免
許
を

返
納
し
て
も
買
い
物
や
病
院

な
ど
生
活
の
た
め
の
移
動
手

段
確
保
の
た
め
に
。

問
　
地
域
か
ら
要
望
の
あ
る

南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
横
展

開
は
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ

を
踏
め
ば
よ
い
か
。

答
　
地
域
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
、実
装
の
可
能
性
に
つ
い

て
地
域
住
民
と
と
も
に
検

討
・
調
整
を
図
り
た
い
。

問
　
そ
の
横
展
開
の
予
算
は
。

答
　
ク
ル
ク
ル
の
車
の
維
持

費
に
つ
い
て
は
年
間
30
万
円

程
度
で
市
が
負
担
を
す
る
。

電
気
代
や
車
の
置
き
場
所
に

つ
い
て
は
各
住
民
で
負
担
す

る
考
え
方
で
月
3
千
500
円
か

ら
4
千
円
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。

問
　
地
域
に
よ
っ
て
は
運
転

す
る
人
や
、担
い
手
が
い
な
い
。

答
　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、啓
発

し
な
が
ら
社
会
福
祉
法
人
や

民
間
企
業
と
地
域
の
協
働
に

向
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

図
る
。

問
　
近
居
同
居
促
進
マ
イ

ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度
の
実

績
は
。

答
　
令
和
3
年
度
は
2
月
末

で
36
件
の
申
請
が
あ
り
、着

実
に
実
績
は
上
が
っ
て
い
る
。

問
　
空
き
家
の
利
活
用
を
目

的
と
し
た
工
事
や
地
域
ま
ち

づ
く
り
等
の
支
援
に
つ
い
て
。

答
　
空
き
家
空
き
地
売
買
等

相
談
会
を
各
地
域
で
開
催
す

る
。工
事
の
支
援
策
は
検
討

し
た
い
と
考
え
る
。

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整

備
を
さ
れ
て
い
る
南
花
台
1

号
線
側
の
歩
道
は
街
路
樹
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
で
狭

い
。ゆ
っ
た
り
で
き
る
整
備
を
。

山
本
　
一
男

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

大
阪
維
新
の
会

　
橋
上
　
和
美

変
化
に
対
応
し
た
支
援
を
迅
速
に
！

公
明
党

　
浦
山
　
宣
之

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
市
民
に
希
望
と
安
心
を

発展する河内長野市
（※イラストはイメージ）

自宅療養者や濃厚接触者への
支援を迅速に

移動支援とスマートシティの
着実な横展開を
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令和4年6月1日   第255号個人質問

中
学
校
全
員
給
食
を
。

問
　「
学
校
給
食
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」の
答
申
案
が

「
成
長
期
に
あ
る
中
学
生
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
は
全

員
給
食
が
望
ま
し
い
」と
示

さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
。一
方
で
自
校
調
理
方
式

の
議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た

条
件
が
機
械
的
に
調
理
場
を

建
て
る
も
の
で
、現
場
の
先

生
の
委
員
が
不
安
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

条
件
に
合
わ
せ
た
検
討
を
。

答
　
今
後
、答
申
案
が
出
て

き
た
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
る
。

「
あ
い
っ
く
」の
一
時
的
・
緊

急
的
な
拡
大
を
。

問
　
コ
ロ
ナ
第
6
波
が
拡

が
っ
て
い
る
。「
あ
い
っ
く
」

の
通
常
営
業
を
一
時
的
に
休

止
し
て
、「
あ
い
っ
く
」全
体

を
利
用
し
た
一
時
預
か
り
事

業
の
一
時
的
・
緊
急
的
な
拡

大
を
。

答
　「
あ
い
っ
く
」で
は
、家

庭
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出

控
え
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
に
感
染
対
策

を
行
い
、工
夫
を
し
な
が
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。今

後
、コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
だ

け
で
な
く
、大
規
模
災
害
等

に
よ
り
保
育
の
供
給
が
困

難
な
状
況
に
陥
っ
た
場
合
に

は
、「
あ
い
っ
く
」及
び
千
代

田
台
こ
ど
も
園
に
お
い
て
可

能
な
限
り
保
育
を
提
供
し
、

公
共
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

問
　
緊
急
保
育
を
行
う
た
め

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、

こ
う
い
う
備
品
が
足
り
な
い

等
の
議
論
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。

答
　
保
育
士
の
配
置
人
数
等

か
ら
考
え
る
と
頑
張
っ
て
30

名
程
度
。ま
た
、保
育
時
間
が

長
時
間
と
な
る
と
10
名
程
度

が
限
界
と
考
え
る
。備
品
等

に
つ
い
て
は
、「
あ
い
っ
く
」

の
備
品
や
、千
代
田
台
の
園

か
ら
流
用
す
る
等
、様
々
な

備
蓄
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

大
阪
南
部
高
速
道
路
の
進
捗

に
つ
い
て
。

問
　
令
和
3
年
度
の
活
動
は
。

答
　
早
期
事
業
化
に
向
け

国
・
府
へ
の
要
望
活
動
を
実

施
し
た
。官
と
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
組
む
た
め
、商
工

会
・
商
工
会
議
所
に
高
速
道

路
促
進
協
議
会
へ
入
会
い
た

だ
い
た
。現
在
ま
で
の
活
動

に
よ
り
、新
広
域
道
路
交
通

計
画
に
お
い
て
、大
阪
南
部

高
速
道
路
が
高
規
格
道
路
の

調
査
中
路
線
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、大
き
な
一
歩
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
　
周
辺
町
村
で
早
期
実
現

を
求
め
る
決
議
書
が
採
択
さ

れ
た
。我
々
議
会
と
し
て
も

取
組
む
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
が
ど
う
か
。

答
　
議
会
と
市
は
両
輪
で
あ

り
、ぜ
ひ
決
議
採
択
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

問
　
本
市
と
し
て
独
自
で
調

査
費
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

答
　
協
議
会
の
中
で
検
討
す

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
に
は
。

問
　
公
園
の
状
況
や
遊
具
に

つ
い
て
発
信
が
必
要
で
は
。

答
　
現
在
、代
表
的
な
公
園

数
件
の
発
信
を
行
っ
て
い
る

が
、全
て
の
公
園
つ
い
て
は

で
き
て
い
な
い
。ご
意
見
も

踏
ま
え
、前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ

い
て
、本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
ド
ロ
ー
ン
の
配
備
は
完

了
し
現
在
職
員
15
名
が
操
縦

士
登
録
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。今
後
は
、災
害
発

生
時
の
状
況
確
認
や
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
点
検
等
、本
市
の

魅
力
発
信
に
も
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
市
は
広
大
な
た
め
、

ド
ロ
ー
ン
運
用
会
社
と
災
害

時
の
応
援
協
定
を
結
ん
で
は
。

答
　
大
規
模
災
害
の
事
を
考

慮
し
、事
業
者
と
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

南
花
台
地
区
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
教
育
推
進
校
に
つ
い

て
。

感
染
再
拡
大
抑
止
の
た
め
の

独
自
の
取
り
組
み
の
推
進
を
。

問
　
第
6
波
で
の
自
宅
療
養

者
数
は
累
計
ど
の
程
度
か
。

答
　
最
も
多
い
2
月
下
旬

時
点
で
は
、入
院
調
整
中
等

の
一
時
的
な
方
も
含
め
て

1
千
20
人
の
方
が
自
宅
で
療

養
さ
れ
て
い
る
。

問
　
市
民
の
検
査
受
検
機
会

の
確
保
を
。

答
　
府
は
12
月
か
ら
無
料

検
査
事
業
を
開
始
し
、本
市

で
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
は

P
C
R
検
査
で
1
日
16
件
、

抗
原
検
査
で
1
日
12
件
。検

査
体
制
等
に
つ
い
て
の
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問
　
独
自
検
査
を
行
っ
て
い

る
泉
佐
野
市
や
四
條
畷
市
の

第
6
波
で
の
活
動
は
。

答
　
検
査
手
法
の
違
い
で
試

薬
の
不
足
無
く
検
査
は
続
け

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
四
條
畷
市
は
1
月
の

ピ
ー
ク
時
で
800
人
、泉
佐
野

市
は
1
万
4
千
人
検
査
さ
れ

て
お
り
、備
え
て
い
る
と
こ

ろ
は
結
果
が
出
て
い
る
。こ

れ
ま
で
検
査
体
制
を
拡
充
す

べ
き
だ
と
具
体
案
を
出
し
て

き
た
。命
を
守
る
た
め
、本
質

的
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
っ

て
ほ
し
い
。

高
過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

の
引
下
げ
を
。

問
　
令
和
4
年
度
の
国
民
健

康
保
険
で
、当
市
の
1
人
当

た
り
保
険
料
は
ど
の
程
度
か
。

答
　
令
和
4
年
度
の
保
険

料
は
基
金
か
ら
1
・
5
億

円
を
投
入
し
、1
人
当
た
り

14
万
5
千
290
円
と
な
る
。

問
　
基
金
か
ら
1
・
5
億
円

入
れ
る
と
い
う
根
拠
は
。

答
　
令
和
3
年
度
保
険
料
よ

り
上
げ
た
く
な
い
た
め
。令

和
6
年
度
以
降
も
保
険
料
の

軽
減
措
置
が
で
き
る
よ
う
府

に
求
め
て
い
き
た
い
。

問
　
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減

を
拡
充
し
、対
象
を
18
歳
ま

で
引
き
上
げ
よ
。

答
　
国
保
制
度
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ミ
ニ
マ
ム
で
あ
り
、市
独

自
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

　
駄
場
中
大
介

中
学
校
全
員
給
食
は
自
校
調
理
方
式
で

自
民
党

　
奥
村
　
　
亮

本
市
の
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
は

日
本
共
産
党

　
原
　
　
歴
史

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
を
防
ぐ
対
策
を

ノバティながの5Fの
あいっく

烏帽子形公園

市民の命を守るために、
今こそ検査体制の拡充を！
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歳入歳出370億7,500万円で1億7,800万円（0.5％）の増加
〔文中の増減額は前年度（令和3年度）当初予算との比較〕

■市税（115億9,328万1千円）
　5億9,639万円増加。新型コロナウイルス感染症の影響による減収が想定より落ち込まなかったため。
■地方交付税（68億2,100万円）
　 4億6,900万円増加。各種交付金の増減を見込むとともに、過去に発行した地方債の元利償還金の増減や臨時財政

対策債への振替額の大幅な圧縮を見込む。
■国庫支出金（69億5,662万9千円）
　 2億9,077万9千円減少。新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金や市立小中学校に係る学校施設環境改善

交付金等の減少。
■府支出金（31億7,539万1千円）
　1,173万3千円増加。
■寄附金（14億円）
　800万円減少。
■市債（19億4,820万円）
　6億6,490万円減少。

■議会費（2億9,262万8千円）
■総務費（53億9,889万7千円）
　 市有施設ESCO事業による空調熱源機器や照明のLED化等の改修、南花台地区の自動運転による移動支援サービス

の有償運送による自立支援体制の構築、UR集約跡地の活用に向けた計画策定、交通空白地となる石見川・小深・太
井・鳩原地域でのマイクロバス運行など。

■民生費（172億130万円）
　病児保育の充実、保育士等の処遇改善で保育士確保につなげ待機児童の解消を図るなど。 
■衛生費（35億5,478万円）
　 新型コロナウイルスワクチン3回目接種や小児用ワクチン接種等の接種事業、家庭ごみ収集のあり方・方向性につい

ての整理など。
■労働費（1,805万9千円）
　女性や中高齢者等の就労支援セミナーや就労相談及び勤労者の労働相談などを実施。
■農林業費（4億2,462万8千円）
　 世界かんがい施設遺産に登録された寺ケ池・寺ケ池水路のPR、河内長野市産材の利用促進を図るための林業者等へ

の補助など。
■商工費（3億7,574万9千円）
「日本遺産のまち」認知度拡大に向けたPR、赤峰市民広場の新たな産業用地の確保を通じた市内事業者の事業拡大、

市外事業者の転入促進につなげる赤峰市民広場の産業用地化検討など。 
■土木費（25億5,032万2千円）
　市道改修工事、橋梁補修工事や橋梁点検等の実施、小山田西地区の地域活性化促進の取組みなど。 
■消防費（12億9,235万9千円）
　消防業務継続のため、感染拡大時の感染予防として消防署の仮眠室の個室化整備、マンホールトイレの設置など。
■教育費（28億4,707万7千円）
　 こどもえいご村運営や英検受験補助、施設一体型小中一貫教育推進校の基本計画の作成、学校給食のあり方検討、図

書館の音と映像コーナーのリニューアルなど。
■災害復旧費（4,400万円）
■公債費（30億2,520万1千円）
　長期債償還に係る元金・利子などを計上。
■予備費（5,000万円）

令和4年度河内長野市一般会計予算

決 議 ・ 意 見 書

主な歳入

主な歳出

〇ロシアによるウクライナへの侵攻を厳しく抗議する決議
〇北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための取組みを推進するための決議
〇沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋立に使用しないよう求める意見書
〇介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大を求める意見書
〇北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議

※可決した意見書は関係機関に送付しました。 意見書・決議の内容



 2 月 14 日 都市環境・経済常任委員協議会
 16 日 全員協議会
  各派幹事長会議
 22 日 議会運営委員会
  各派幹事長会議
 3 月 1 日 各派幹事長会議
  議会運営委員会
  本会議（第 1 日）
 10 日 議会運営委員会
  本会議（第 2 日）
 14 日 議会運営委員会
  本会議（第 3 日）
  広報委員会
 16 日 福祉教育常任委員会
  都市環境・経済常任委員会
  各派幹事長会議
  広報委員会
 17 日 総務常任委員会
 18 日 予算常任委員会
 22 日 予算常任委員会
 23 日 予算常任委員会
 24 日 予算常任委員会
 28 日 議会運営委員会
  各派幹事長会議
  本会議（第 4 日）

議会日誌（令和4年2月～）

市議会だよりは4万8千部作成し、1部あたりの単価は14円3銭です。

次の定例会は6月に開催される予定です。
日程が決まり次第、ホームページ等でお知らせします。
なお、新議員の紹介や5月臨時会での役員選挙の結果
等の詳細につきましては7月1日発行号で掲載します。

※広報委員につきましては5月18日の臨時会で決定されたところですが、冊子作成
　スケジュールの都合上、新委員名は7月1日発行号で掲載します。

◇傍聴のお知らせ◇
【本会議の傍聴】
本会議の当日、傍聴受付にて本会議傍聴券を受け取り傍聴席にご着席ください。
一般：46席（※）、車いす席2席分、報道記者席10席

【委員会の傍聴】
委員会の当日、議会事務局にて委員会傍聴券を受け取り傍聴席にご着席ください。
一般：20席（※）、報道記者席5席
　市ホームページでは、傍聴までの流れが写真で確認できます。また、本会議・委員会の様子は庁舎
1 階の市民ロビーでも生中継しています。

（※）現在、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、間隔をあけて着席していただくため、
　　傍聴の座席数を減らしておりますのでご理解いただきますようよろしくお願いします。

傍聴のご案内

会議の流れ
河内長野市議会の定例会（定期的に開く会議）は、3月、
6月、9月、12月に開かれます。開会から閉会までの議
事は、おおよそ次のような順序で進められています。

招 集 …�市長が行います。

会 期 …�開会から閉会までの期間。

議 案 …�議会で議決を要するすべて
の案件。

一 般 質 問 …�議案を含め市政全般につい
て市長など執行機関の考
え、方針を質問すること。

委員会付託 …�議案などを専門的かつ詳細
に審査するため担当の委員
会に任すこと。

委員会審査 …�本会議ですべての議案を詳
細に審議することは効率的
でないため、いくつかの「委
員会」に分かれて予備的・専
門的に詳しく調べること。

委員長報告 …�委員会での審査の経過や
結果を本会議で報告するこ
と。

討 論 …�議案などについて、賛成・反
対の意見を述べ賛同を求め
ること。

採 決 …�議案などについて、賛否の
意思を諮ること。

招　　集

開 会

委員長報告

会 期 決 定

討 論

議 案 上 程

採 決

議 案 説 明

閉 会

一 般 質 問

委員会付託

委員会審査

本
会
議

本
会
議


